
映画 『できる セ･ポシブル』
持続可能な世界を目指す
日本各地の取り組み
2019年4月6日（土）／会場：あじびホール 福岡市リバレインセンタービル８Ｆ
16:30–18:10映画上映｜18:30–20:30日仏討論会

« Dekiru, c’est possible ! »
Focus sur les initiatives citoyennes pour l’environnement au Japon

オンライン申込み/ Inscription en ligne

www.institutfrancais.jp/kyushu/dekiru/

映画上映会と日仏討論会 Projection et débat d’idées

入場無料
Entrée libre

日仏同時通訳付
Interprétariat

simultané

FU
K

U
O

K
A



映画上映会と日仏討論会 Projection et débat d’idées

『できる セ・ポシブル Dekiru, c’est possible !』
持続可能な世界を目指す日本各地の取り組み
環境のためを思う具体的な取り組みとは？ 持続可能な社会をめざす新たな暮らし方とは？ その答えは「できるセ・
ポシブル！」：若い二人のフランス人が、8ヵ月かけて日本全国を旅したドキュメンタリー映画には、新たな暮らし方を
実践する人々が描かれています。映画に続いて監督夫妻と日仏の登壇者を迎えて討論会を行います。
このイベントは、日本各地の住民によるイニシアティブについて情報を交換し、肯定的な未来の姿を描く機会となることで
しょう。本作品は、連帯と持続可能な社会を目指して新たな暮らし方や生産スタイルを実践する人々の姿を紹介しています。とりわけ持続可能な
農生産、循環経済、リサイクル、教育、再生可能エネルギーをめぐり、地方で具体的に行動する人々の姿を彼らの証言と共に描いています。

［主催］在日フランス大使館／アンスティチュ･フランセ日本［オフィシャルパートナー］ヴェオリア･ジャパン株式会社［共催］九州大学、九州大学ユヌス＆椎木ソーシャル･ビジネス研究センター
［協力］九州フランスパートナーズクラブ［後援］福岡市、国連開発計画駐日代表事務所

Organisateur : Ambassade de France / Institut français du Japon　Partenaire officiel : Veolia Japan　Collaboration : Université du Kyushu / Yunus & Shiiki Social Business Research Center 
Soutien : Club des Partenaires de la France dans le Kyushu　Parrainage : Ville de Fukuoka, UNDP
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開会の言葉 Ouverture（ビデオメッセージ）
ローラン・ピック 駐日フランス大使
Laurent PIC, Ambassadeur de France au Japon

パネリスト Panélistes

マチルド･ジュリアンと
ジョナサン･カレン
映画監督
Mathilde JULIEN et Jonathan CARÈNE, 
réalisateurs

日本とエコロジーへの情熱に駆られた若いカップル マチルドとジョナサンは、
2017年から2018年の8ヶ月をかけて、日本各地を旅しながら、教育、再
生可能エネルギー、農業分野のイニシアティブや新たな暮らし方を実践する
人々をインタビューします。2019年、完成した映画を上映し日本の観客と対
話するため彼らが再来日します。

イザベル・ドラノワ
共生経済の提唱者
Isabelle DELANNOY, 
théoricienne du modèle d ’économie symbiotique

農業エンジニア、作家、持続可能な経済と、ニューエコノミーを専門とするア
ドバイザー、持続可能な生産と新たな経済ロジックの専門家。「共生経済」
の名の下に理論を展開している。彼女の描く世界では、人間は地球と協力し
て均衡を創造し、技術の目的は、生きるものの知と人間の集団的知性に仕
えることである。Do Green-Economie Symbiotiqueの創設者で共生
ワークショップ協会のメンバーである。

たいら由以子
LFC理事長、北九州大学マネジメント学科特任教授
Yuiko TAIRA,  
administratrice générale de l’association Local Food 
Cycling, enseignante-chercheuse à l’Université de 
Kitakyushu

栄養学を学び、証券会社に勤務。大好きな父とのお別れをきっかけに、土の
改善と暮らしをつなげ、半径２ｋｍでの資源循環を目指し活動開始。循生研
を立ち上げ、子どもから高齢者、外国人までコンポストでつながる美味しい
食の輪をつくるのが生きがい。日本環境保全ボランティアネットワーク理事と
しても活躍。

田口一成
株式会社ボーダレス・ジャパン代表取締役社長  
Kazunari TAGUCHI, 
PDG de Borderless Japan Corporation 

大学2年時に、発展途上国で栄養失調に苦しむ子どもの映像を見て「これぞ
自分が人生をかける価値がある」と決意。25歳で創業。現在 は「貧困」「環
境問題」など社会問題を解決する20を超えるソーシャルビジネスを日本・韓
国・台湾・中国・バングラデシュ・ミャンマー・グアテマラ・ケニアで展開中。

閉会の言葉 Clôture

岡田昌治 九州大学ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研
究センター エグゼクティブ・ディレクター、ニューヨーク州弁護士 
Masaharu OKADA, directeur exécutif de Yunus & 
Shiiki Social Business Research Center, avocat au 
barreau de New York

1979年電電公社に入社。NTTグループ、特に米国子会社のNTTアメリカ 
（NY）、インターネット・ビジネスのNTT-Xなどにおいて国際法務を中心 
に幅広く担当。2008年よりノーベル平和賞受賞者のムハマド・ユヌス氏と 
ソーシャル・ビジネスの推進のための国内外のプロジェクトを担当する。

司会 Modératrice

サラ･ヴァンディ
在日フランス大使館書籍･グローバル討論部門アタシェ
Sarah VANDY, attachée livre et débat d’idées
à l’Ambassade de France

［言語］日本語／仏語字幕、日仏同時通訳付 
Langue : japonais et français avec sous-titres et traduction simultanée

アンスティチュ･フランセ九州 kyushu@institutfrancais.jp 

お問い合わせ Renseignements  入場無料・要オンライン登録
Entrée libre, inscription recommandée sur :

www.institutfrancais.jp/kyushu/dekiru/

あじびホール Ajibi Hall
福岡市博多区下川端町3-1　リバレインセンタービル８Ｆ
Riverain Building 8F, 2-6-11 Daimyo, Chuo-ku, Fukuoka

会場 Lieu


